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２ 路面電車の役割と本計画の基本方針 

 各交通モードにそれぞれ課題等がある中で、路面電車に関する取組を本計画にお

ける事業として位置付けることとし、路面電車の役割や基本方針を明確にしたうえ

で具体的な事業を進めていくものとします。 

 

2-1 路面電車の役割 

（1）都市交通の将来像 

札幌市では、平成 12 年(2000 年)1 月に策定した「第 4 次札幌市長期総合計画」

の基本構想で掲げる「北方圏の拠点都市」「新しい時代に対応した生活都市」

の 2 つの都市像を受け、外延的拡大の抑制によるコンパクトな市街地の形成を

目標に「多中心核都市構造の実現」「都心縁辺部、地下鉄沿線等への居住の誘

導」といった環境低負荷型都市構造への移行による持続的発展を目指していま

す。 

これを踏まえた都市交通の将来像として、「公共交通を軸とした交通体系の

確立」「適切な自動車交通の実現」「広域的な交通ネットワークの充実」を掲

げ、多様な都市活動を維持・創出していくことを目指しています。 

さらに、都心を「多中心核都市構造の中心」としたうえで、魅力的で活力あ

る都心整備を進めることとしており、札幌の魅力向上につながる空間形成や、

人にやさしい交通環境を確保していくことを目指しています。 

 

 

 

 

多中心核都市構造を構成する主要な拠点と高度利用住宅地、居住促進ゾーン 
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 (2) 都市づくりの理念 

平成 16 年（2004 年）3 月に策定した都市づくりの全市的指針となる「札幌市都

市計画マスタープラン」では、これまでの拡大成長期の都市づくりから基本方向

を見直し、『持続可能なコンパクト・シティへの再構築』を都市づくりの理念とし

ています。 

都市全体の視点からは、市街地の拡大抑制を基調として、既存都市基盤を有効

に活用しながら都市の魅力と活力を向上させることとし、身近な地域の視点では、

主として徒歩での移動が可能な身近な生活圏の中で、日常的な生活を支える多様

な機能がまとまりをもって提供されることを目指しています。 

また、今後の都市づくりにおける総合的な取り組みとして、「①都心の再生・再

構築」「②多中心核都市構造の充実・強化」「③多様な住まい方を支える高い居住

環境の実現」「④市街地の外の自然環境の保全と活用」「⑤オープンスペース・ネ

ットワークの充実・強化」を都市づくりの力点と位置付けています。 

「札幌市都市計画マスタープラン」では、部門別の取組方針のひとつとして「交

通」を位置付けており、以下の基本方向を定めています。 

 

＜基本方向（交通）＞ 

 ■総合的な交通ネットワークの確立 

   ・公共交通を軸とした交通体系の確立 

   ・必要な道路の整備や自動車交通総量の低減、流れの分散化などに

より適切な自動車交通の実現 

   ・広域的な交通に関わる安定的で利用しやすいネットワークの確立 

 ■地域特性に応じた交通体系の構築 

   ・地域特性やまちづくりの方向を踏まえた交通体系の構築 
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(3) 路面電車の役割 

「第 4 次札幌市長期総合計画」及び「札幌市都市計画マスタープラン」を受け

て平成 24 年（2012 年）1 月に策定した「札幌市総合交通計画」では、超高齢社会

の到来、将来的な人口減少、地球環境問題への対応等を踏まえ、公共交通に対す

る意識の醸成や、利用者の利便性向上等の質的レベルアップを図ることにより、

公共交通を軸とした交通体系の確立することとしています。 

また、公共交通ネットワークの機能として、路面電車については、「都心や都心

周辺部での利便性の高い生活を支えるとともに、観光客などの来訪者にも分かり

やすく、その特性を生かし魅力ある都心の創造等に寄与するよう活用を図る」こ

ととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜都心部拡大図＞ 
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 2-2 基本方針の設定 

  札幌市総合交通計画の計画理念を踏まえたうえで設定された基本方針をもとに

して、本計画の対象事業である路面電車の取組に関する基本方針を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『札幌市総合交通計画』の“計画理念” 

「暮らし」・「活力」・「環境」を重視する公共交通を軸とした交通体系の実現 

～あるべき将来都市像を実現する「バランス」を考慮した都市交通を目指して～ 

現状と課題
（社会経済面）

『札幌市総合交通計画』
の“基本方針”

道都さっぽろの顔となる道都さっぽろの顔となる道都さっぽろの顔となる道都さっぽろの顔となる
『『『『都心まちづくり都心まちづくり都心まちづくり都心まちづくり』』』』を支えるを支えるを支えるを支える

圏域連携のための圏域連携のための圏域連携のための圏域連携のための
『『『『広域交通広域交通広域交通広域交通』』』』を強化するを強化するを強化するを強化する

さっぽろのさっぽろのさっぽろのさっぽろの『『『『都市都市都市都市観光観光観光観光』』』』
をををを支える支える支える支える

交通システムの充実により交通システムの充実により交通システムの充実により交通システムの充実により
『『『『環境首都・札幌環境首都・札幌環境首都・札幌環境首都・札幌』』』』の実現の実現の実現の実現
を支えるを支えるを支えるを支える

地域特性に応じた地域特性に応じた地域特性に応じた地域特性に応じた
『『『『拠点のまちづくり拠点のまちづくり拠点のまちづくり拠点のまちづくり』』』』を支えるを支えるを支えるを支える
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自転車利用者の約9割はバス等
へ転換

冬期の道路交通のサービス低下

北海道の観光一大拠点である
札幌には国内外から多数の観
光客が来訪

急速な高齢化と人口急減地区
の発生

空港・港湾・高速道路などのア
クセス性が低く、国際競争力低
下の懸念

道内外の各地と、人・物・車が
行き交う札幌市

中央区（都心）の経済活動と求
心力が低下しつつある

都心部では円滑な道路交通が確
保されていない

私用交通の増加が顕著であり、特
に自動車の利用割合が高い

市内の二酸化炭素排出量の増
加、運輸部門の排出割合が比
較的高い

短距離自動車利用などの自動
車依存傾向や交通混雑による
環境負荷

都心部・駅周辺で増加した自転車
利用（安全確保や駐輪場施設な
どの必要性）

公共交通（特にバス）の利用者数
が大幅に減少

公共交通の経営状況は厳しく、生
活の足が確保されなくなる懸念
（将来的には、公共交通機関の維
持が困難）

冬期は、公共交通の利用割合が
増加

私用や通院などは、自動車（特
にタクシー）の利用率が高く、
車を持たないと外出しづらい高
齢者

店舗の郊外化と買い物の自動
車依存（再掲）

店舗の郊外化と買い物の自動
車依存

空港・港湾・高速道路などのアク
セス性が低く、国際競争力低下の
懸念（再掲）

現状と課題
（交通モード）
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歩道バリアフリー化の推進
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『札幌市地域公共交通総合連携計画』の“基本方針” 

 

 

 

 

日常生活を支える各拠点の特性に合わせ、地域の魅力を引き出すとともに、

多様な商業・業務機能、行政機能などの各種都市サービス機能を支援するため、

市民にとって暮らしやすく移動しやすい生活交通を目指し、公共交通が使いや

すい環境の創出など安全・安心な交通環境の向上を図ります。 

 

 

 

 

都心部においては、通過するだけの不必要な自動車利用を抑制し、人を中心

とした安心・安全な都心交通環境を創出する一方で、市民活動・経済活動の活

性化を図ります。 

 

 

年間約 1,２６0 万人の観光客が訪れる札幌市においては、外国人なども含む

多様な来訪者へ対応する必要性が高まっており、さっぽろの魅力をより一層楽

しんでもらうため、利便性の高い交通サービスの提供を図ります。 

 

 

広域的な拠点間の連携強化を図ることにより、都市の活力を向上させるため、

市内における高次医療施設等の都市施設や観光地、他の集客施設へのアクセス

性向上を図ります。 

 

 

 

 

環境首都を目指す札幌市においては、公共交通の利用促進や自動車利用の適

正化を図るとともに、各交通モードの円滑性や連続性を向上させるなど環境負

荷の低減による持続可能な低炭素型の交通システムの充実を図ります。 

暮らし暮らし暮らし暮らし    

活活活活    力力力力    

環環環環    境境境境    

地域特性に応じた地域特性に応じた地域特性に応じた地域特性に応じた
『『『『拠点のまちづくり拠点のまちづくり拠点のまちづくり拠点のまちづくり』』』』を支えるを支えるを支えるを支える

道都さっぽろの顔となる道都さっぽろの顔となる道都さっぽろの顔となる道都さっぽろの顔となる
『『『『都心まちづくり都心まちづくり都心まちづくり都心まちづくり』』』』を支えるを支えるを支えるを支える

圏域連携のための圏域連携のための圏域連携のための圏域連携のための
『『『『広域交通広域交通広域交通広域交通』』』』を強化するを強化するを強化するを強化する

交通システムの充実により交通システムの充実により交通システムの充実により交通システムの充実により
『『『『環境首都・札幌環境首都・札幌環境首都・札幌環境首都・札幌』』』』の実現の実現の実現の実現
を支えるを支えるを支えるを支える

さっぽろのさっぽろのさっぽろのさっぽろの『『『『都市都市都市都市観光観光観光観光』』』』
をををを支える支える支える支える
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回答数 割合

景観性の向上 23 9.8%
特徴のある建物、空間づくり 32 13.6%
店の種類等の工夫 50 21.3%
イベントの活性化 34 14.5%
歩きやすさの改善 38 16.1%
路上駐車や交通量の削減 22 9.4%
その他 0 0%
無回答、わからない 36 15.3%

合計 235 100%

Q:駅前通が魅力的な場所となるために必要なものはどれか。

回答
休日調査

回答数 割合

魅力的である 259 52.4%
どちらとも言えない 165 33.4%
あまり魅力的ではない 70 14.2%

合計 494 100%

回答
休日調査

Q:駅前通が、賑わいのある魅力的な場所だと思うか。

 2-3 数値目標の設定 

  基本方針である「拠点まちづくり」「都心まちづくり」「都市観光」といっ

た観点を踏まえ、路面電車の取組による数値目標としては、公共交通として

の利便性の指標となる「利用者数」のほか、まちづくりに資する都市基盤の

整備による「都心の景観性」の 2 つを設定します。 

 

・『路面電車の利用者数』（1 日平均乗車人員） 

平成 14 年度・・21,382 人 

平成 23 年度・・20,359 人 

平成 32 年度（目標）・・現状より増加 

 

・『大通地区地上部の魅力度』（魅力的な場所だと思う人の割合） 

  平成 23 年度・・52.4% 

  ループ化後 ・・63.5% 

※目標数値の 63.5%は、大通地上部が現

在魅力的であるかとのアンケートで、「魅

力的である」とした回答数と、「あまり

魅力的ではない」「どちらとも言えない」

と回答し、魅力的になるには「景観性の

向上」あるいは「特徴のある建物、空間

づくり」とした回答数を合計したもの。 

 

 


